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Abstract  The purpose of current study was to survey about emotional valence and arousal of words. 

Emotional information often caused memory facilitation and memory suppression. Thus, it is 

necessary to control emotional factors such as emotional valence and arousal for memory 

experiment with emotionality. Accordingly, present study investigated not only emotional 

valence but also arousal for create standardize words of arousal. Based on ANEW (Affective 

Norms for English Words; Bradley & Lang, 1999), 1034 English words were translated into 

Japanese words and 70 university students were asked to rate about emotional valence and 

arousal each 345 words. This investigation set on SAM (Self-Assessment Manikin; Lang, 

1980) for rate to emotional valence and arousal. Result of evaluation was listed at the end. 
                     

 

１．はじめに 

 

感情は，認知機能に大きな影響を及ぼすことが知られ

ている。記憶や思考，問題解決，意思決定，注意などに

影響を及ぼすことが多くの研究で示されている 1) 2) 3) 4) 5)。

なかでも，記憶研究においては，記憶の促進と抑制の両

者において感情情報が及ぼす影響が検討されている 6) 7)。

感情は，感情価 (valence) と覚醒度 (arousal) という 2 つ

の次元で成り立っており 8) 9)，感情を喚起する刺激を用

いて研究を行う場合は，感情価と覚醒度の 2 次元を操作

し，検討する必要があると考えられる 3)。 

 

２．感情価と覚醒度 

 

感情情報は双極性の構造で説明されており，

pleasantnessの Pleasantと unplesantは同時には知覚されず，

対極をなすものだとされている 10)。また，感情の次元に

つていは，2 次元だけではなく，快 – 不快 (pleasure/ 

unpleasure)，興奮 – 沈静 (excitement/ calm)，緊張 – 弛

緩 (tension/ relaxation)という 3 つの次元で変化するとし

ている 3 次元説も存在するが 11)，認知機能に影響する感

情情報として，感情価，もしくは覚醒度が操作対象とな 
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っていることが多い。よって，本調査においても，感情

を 2 次元で捉え，感情価と覚醒度を統制することを目的

とした。 

感情価とは，喚起される感情の質的な違いを規定する

ものであり，一次元上にポジティブとネガティブを両極

に配する双極性の概念である。よって，ポジティブ (e.g., 

快，喜び) やネガティブ (e.g., 不快，悲しみ)，そして喜

びや悲しみでもないニュートラル (e.g., 中性) と便宜上

分類することが可能である。感情価は知覚者自身が，あ

る事象に対してそれをポジティブかネガティブか，それ

とも，どちらでもなくニュートラルと感じるかの主観的

体験によって変化し，ポジティブとネガティブは対極を

なしており，同時に経験することはない。 

次に，覚醒度とは，感情が引き起こす身体的・認知的

喚起の程度を示し，高覚醒と低覚醒を両極に持つ一次元

で説明可能な概念であり，高覚醒，中覚醒，低覚醒に分

類可能である。覚醒度は感情価に依存せず，覚醒水準の

変動によって興奮性 (excitement) である高覚醒と沈静

性 (calm) である低覚醒の間で変化している。覚醒度は

単極の構造ではあるが，感情価と同様，対極に存在する

覚醒水準を同時に感じることはない。高覚醒と低覚醒が

対極となる覚醒水準の次元上での中央は感情価とは異な

り，どちらでもない状態になるのではなく，中程度の身

体的・認知的喚起が生じる覚醒状態であることを指して

いる。注意すべき点として，覚醒度は感情価とは独立で
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あり，感情価の強さを表す強度 (intensity) とは区別しな

ければいけないことが挙げられる。強度とは，ネガティ

ブ，もしくはポジティブだと感じる強さの程度である。

つまり，低覚醒の刺激 (e.g., 憂鬱，落ち着く) に対して，

知覚者が「非常にネガティブ (もしくはポジティブ)」だ

と感じた場合，感情価の強度は強くなる。反対に，「やや

ネガティブ (もしくはポジティブ)」だと感じた場合，感

情価の強度は弱くなる。つまり，感情価の強度とは，そ

の感情をどの程度ネガティブ (もしくはポジティブ) だ

と感じるかの強さであり，覚醒度とは，感情価に依存せ

ず，興奮性か沈静性かの身体的・認知的喚起の程度を示

すものである。 

 

３．感情価と覚醒度が記憶に及ぼす影響 

 

刺激に付随している感情情報によって記憶成績が変化

することが多くの研究によって示されている。先行研究

において，ニュートラルな情報よりも，ポジティブ，も

しくはネガティブな感情価を伴う情報の方が，記憶成績

が優れることが明らかにされている 2) 7)。これは，ポジ

ティブないし，ネガティブな感情価を伴う情報は，注意

を捕捉しやすく，検出されやすくなるために注意の瞬き

の低減が見られるなど 1)，優先的にネガティブ刺激を処

理しようとするようなバイアスがかかるためだと考えら

れる。さらに，感情価を伴う情報は，より精緻な符号化

と検索が促進され，記憶成績がニュートラル刺激よりも

高くなることも同様にして示されている。 

しかし，ネガティブ情報とポジティブ情報の比較にお

いては，ポジティブ情報の処理が効果的に行われ，ネガ

ティブ刺激よりも記憶成績が優位であるとするポリアン

ナ効果が存在するという結果 12) とネガティブな情報の

記憶成績が優位であるとする結果 13) が示されており，

感情価の違いが記憶の促進量に及ぼす影響についての結

果は一貫していない。加えて，ポジティブとネガティブ，

どちらの感情価であるかという感情の質的違いには関係

がなく，感情情報が伴い，何らかの感情が喚起される刺

激であるという，刺激の情動性そのものが記憶の優位性

に重要であるとする結果も示されている 14)。ポジティブ

な記憶を想起しやすいのは，気分一致効果が作用してい

ることが指摘されており，通常，気分障害を患っていな

い健常者はポジティブなエピソード記憶を想起しやすい

というバイアスがあるため，ポジティブ記憶を想起しや

すいという指摘がある。 

感情価だけでなく，覚醒度と感情価の記憶成績への影

響が，写真刺激を用いて検討されている 3)。Bradley et al., 

は，感情価と覚醒度が標準化された IAPS (International 

Affective Picture System) を用いて，様々な感情価及び覚

醒度を持つ写真刺激を提示し，参加者に，各写真刺激の

感情価や覚醒度の評定をさせ，その直後及び，1 年後に

偶発記憶テストを行った。その結果，遅延再生テストに

おいて，感情価の違いに関わらず高覚醒刺激の方が低覚

醒刺激よりも再生率が高くなることが示されている。高

覚醒刺激は弁別性が高く，より鮮明に想起されるため 15)，

遅延後も記憶成績が促進されたといえる。つまり，感情

価の質的違いが記憶に影響するのではなく，覚醒度が記

憶成績に影響していることが示された。よって，感情情

報を伴う刺激を使用して実験を行う際，感情価だけでは

なく，覚醒水準の違いを考慮して実験を行う必要がある

といえる 3)。 

更に，感情価の違いに関わらず，覚醒水準の高さが注

意の捕捉のしやすさや記憶の促進をもたらすなど 16)，覚

醒度が認知機能に及ぼす要因としての優位性を示す研究

が多く存在する。 

以上のように，感情価と覚醒度は記憶などの様々な認

知機能に影響を及ぼすことが示されている。これらの知

見を踏まえ，感情の影響を検討する認知実験においては

感情価のみならず，覚醒度の統制も行った上で実施する

ことが望ましいと考えられる。よって，感情価と覚醒度

を標準化した日本語刺激の作成は重要であるといえる。 

 

４．感情価と覚醒度を標準化した刺激の作成 

 

以上のように，感情価と覚醒度が記憶に対して多用な

影響を及ぼすことから，感情情報を伴う刺激を使用して

実験を行う場合には，この 2 つの要因を操作して検討を

行なう必要がある。本邦では，単語刺激については，五

島・太田 17) が 389 語に対して感情価や心象性，学習容

易性の調査をし，単語刺激の標準化を行っており，作成

された単語刺激は数多くの実験において使用されている。

しかし，五島ら 17) の調査では覚醒度の評定は行われてお

らず，覚醒度を影響要因として考慮する実験では使用す

ることが叶わないままである。また，高橋 18) の日本語

単語刺激のリストでは，感情価と覚醒度の測定が行われ

ているが，その研究目的は情動語による虚記憶 (false 

memory) のリスト作成であるため，少数の刺激について

調査したに留まっている。認知実験において数多くの単

語刺激を使用する際にはより多くの刺激が必要となるた

め，多くの単語について感情価と覚醒度を標準化した刺

激の作成を行う必要があるだろう。 

本調査では単語に伴う感情情報の感情価と覚醒度を評

定させ，標準化した刺激リストを作成することを目的と

した。調査を行う際に，Affective Norms for English Words 
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(ANEW) 19) の単語を参考にして，日本語訳したものを使

用し，感情価と覚醒度の評定を行わせた。ANEW とは，

IAPS 3) を基に作成された情動語のリストのことである。 

 

５．調査の概要 

 

５・１ 調査参加者 
 大学生 70 名 (男性 34 名，女性 36 名)，平均年齢 20.32

歳 (SD = 1.21) 

 

５・２ 調査材料 
 

ANEW の単語，1034 語を本調査者と留学経験のある大学

院生の 2 名が日本語に翻訳したものを使用し，感情価と

覚醒度の評定を行わせた。評定には，Self-Assessment 

Manikin (SAM) 20) の感情価と覚醒度の評定 SAM を使用し

た。SAM はヒト型で作成されており，感情価は SAM の表

情で表現し，覚醒度は SAM の胸部の部分で表現されてい

る形になっている。感情価の評定 SAM は表情が付けられ

た SAM が 5 体あり，最も左に位置している SAM は笑顔で

あり，徐々に悲しげな表情へと変化している。笑顔は，

とてもポジティブであるということを表現しており，右

にいけばいくほどネガティブな感情を表しているものと

なっている。表情が付与された SAM は 5 体あり，その 5

体の中間も選択可能なようになっている。つまり，感情

価は 9 段階で評定可能であった。覚醒度に関しては，評

定 SAM の中心部に覚醒水準を表現し，身体的喚起の程度

を視覚的に描いたものであった。左から興奮性の反応を

示している高覚醒となっており，右にいけばいくほど沈

静性の反応である低覚醒を表現していた。覚醒度に関し

ても感情価と同様に 9 段階で評定可能なものとなってい

る。 

感情価と覚醒度の評定 SAM をそれぞれの単語とセット

にして記載し，評定用紙を作成した。評定用紙は，A4 用

紙 1 枚に 6 単語を記載し，評定冊子は表記されている単

語が異なる 6タイプの冊子が作成された。評定冊子 1冊

に記載する単語の選定はランダムに行った。単語数は 1

冊につき 172 単語 (うち 2 冊は 173 単語)，29 枚で構成

された。 

 

５・３ 手続き 
  

調査は集団で 2 週に渡って行われた。まず初めに，感

情価と覚醒度を定義し，これから配布する冊子に記載さ

れている単語を見て自分がどう感じたかで評定するよう

に教示を行った。教示を行った後は，各自のペースで評

定を行ってもらった。感情価と覚醒度は SAM を使用し，9

段階で評定を行わせた。どのくらい快と感じるか不快と

感じるかの程度によって,ヒト型 SAM の間にあるボック

スも選択可能であり，9段階で評定可能なことを伝えた。

1 回の調査で 172 から 173 語の評定を行い,翌週新たに

172 から 173 語の評定を行った。 

教示は Bradley & Lang 19) に従って行った。教示の際，

単語を見て，一般的な判断ではなく，自分がどう感じた

かを評定するように強調した。感情価の評定方法を説明

する上で，ネガティブ刺激は，自らが怒りや悲しみ，苦

しみなどのように不快だと感じる単語であることを説明

し，ポジティブ刺激は自らが喜びや嬉しさ，楽しさなど

のように快だと感じる単語であることを説明した。例え

ば，ある人にとって「猫」はポジティブな意味を持ち，

好ましいと感じるが，またある人にとってはネガティブ

な意味を持ち，不快な印象を抱く場合がある。単語を見

た際に，社会的一般的にどのように評価されているかで

はなく，自分がどう感じたかで評定を行うように強調し

た。 

覚醒度については，高覚醒と低覚醒の意味を説明した。

高覚醒は，興奮状態を表現しているもので，ドキドキや

わくわく，はらはらといった感じであることを説明した。

低覚醒は，高覚醒とは対照的に，落ち着いている状態で

あることを説明した。覚醒度は，感情価とは関係なく，

ポジティブな意味を持っていても高覚醒 (e.g. 情熱) で

ある場合もあれば，低覚醒の場合 (e.g. 平和) もあり，

逆に，ネガティブな意味を持つ場合でも，高覚醒 (e.g. 虐

待)，低覚醒 (e.g. 孤独) の両状態が存在することを説明

した。教示を与えた後，自分のペースで評定を行っても

らった。15 分から 20 分で終了した。 

最後に，感情価と覚醒度による記憶成績の違いを確認

するため，評定した単語の再生課題を行った。調査用紙

を回収後，評定を行った単語をできるだけ多く想起する

よう求めた。 

 
５・４ 結果と考察 

 

調査に使用した単語の感情価，覚醒度の平均値を表 1

に示した。更に，図 1 に感情価，覚醒度を軸とした各単

語の分布図を示した。図 1 の分布図は，各単語が感情価

と覚醒度の次元上のどの位置に存在するかを表したもの

となっている。本調査の結果は，Bradley & Lang 19) と

ほぼ同様の分布を示していた。 

感情価の分類として，評定値が 1.00-3.99 をネガティ

ブとし (M = 2.68, SD = .59)，評定値 4.00-6.99 をニュ

ートラルとし (M = 5.17, SD = .49)，評定地 7.00-9.00

15



愛知工業大学研究報告,第 49 号, 平成 26 年,Vol.49,Mar,2014 

                 

 

 

をポジティブとした (M = 6.78, SD = .52)。評定値の分

類によってネガティブ単語は 398 語，ニュートラル単語

は 337 語，ポジティブ単語は 305 語となった。それぞれ

の評定値に対して，1要因3水準 (感情価; ネガティブ，

ニュートラル，ポジティブ) の分散分析を行ったところ，

主効果が認められた (F (2, 1037) = 5117.64, p < .001)。

Bonferroni 法による下位検定の結果，ネガティブよりも

ニュートラルと分類した単語の感情価評定値が高く，ニ

ュートラルよりもポジティブと分類した単語の評定値が

高かった。よって感情価の標準化は成功したといえる。

次に，ネガティブ，ニュートラル，ポジティブ感情価に

分類した単語の再生数に対して 1 要因 3水準の分散分析

を行った。その結果，有意な差は認められなかった (F (2, 

1037) = 1.89, n.s.)。よって，感情価の違いによる記憶

成績への影響は示されなかった。 

次に，覚醒度の検定を行った。覚醒度は，評定値が

1.00-3.99 を低覚醒とし (M = 3.14, SD = .52)，評定値

4.00-6.99 を中覚醒とし (M = 4.86, SD = .57)，評定値

7.00-9.00 を高覚醒とした (M = 6.45, SD = .33)。評定

値の分類により，低覚醒刺激は 405 語，中覚醒刺激は 520

語，高覚醒刺激は 85 語となった。それぞれの評定値に対

して，1要因 3 水準 (覚醒度; 低覚醒，中覚醒，低覚醒) 

の分散分析を行った。その結果，主効果が有意であり (F 

(2, 1007) = 1813.58, p < .001)，Bonferroni 法による

下位検定において，低覚醒よりも中覚醒の評定値の方が

高く，中覚醒よりも高覚醒の評定値の方が高いことが示

された。つまり，覚醒度の標準化は成功したといえる。 

次いで，それぞれ低覚醒，中覚醒，高覚醒に分類した

単語の再生数に対して1要因3水準の分散分析を行った。

その結果，主効果が認められた (F (2, 1007) = 12.31, p 

< .001)。下位検定において，高覚醒に分類された単語刺

激の再生数が最も高いことが示された。だが，低覚醒と

中覚醒に分類された単語刺激の再生数には有意な差は認

められなかった。よって，覚醒水準の違いが記憶成績に

影響を及ぼす可能性が示されたといえる。高覚醒の刺激

は感情価の違いに関わらず，符号化を促進することが示

されており 16)，そのため偶発学習事態において記憶が促

進されたと考えられる。本調査では，高覚醒刺激が記憶

を促進することが示されたが，全体的な記憶成績は低く

なっており，これは 172 から 173 語を評定した後に自由

再生を行わせたためだと考えられる。また，全体的な記

憶成績が低下したため，感情価の影響が見られなかった

可能性が考えられる。感情価と覚醒度は交互作用を持ち，

ネガティブ刺激の記憶は低覚醒よりも高覚醒の記憶成績

が高く，それとは逆に，ポジティブ刺激の記憶は高覚醒

よりも低覚醒の方が高くなることを示した研究もあり

22)，覚醒度と感情価のどちらが認知機能憶に優勢な影響

を及ぼすのか，または，交互作用が見られるか，更なる

検討が必要である。 

感情情報が認知機能に及ぼす影響については，感情価

や覚醒度以外にも考慮すべき点がある。近年の研究は，

生存や生殖に関連する生物学的動機が認知的処理におい

て重要な要因であることを指摘している 23)。Sakaki et 

al., 23) では，社会生活と関連するような社会的文脈と

関連した感情刺激よりも生存関連の感情刺激の方が注意

を捕捉しやすく，より精緻な処理が行われていることが

示されている。生存に関連する感情刺激は，認知資源の

影響を受けず，社会関連の感情刺激は注意を分割した際

には記憶成績が低下することを明らかにしている。 

他にも，感情価の違いと情報処理のパターンが認知機

能に影響を及ぼすことが示されている 24) 25)。ポジティブ

かネガティブかを評定させて意味処理とし，文字数を判

断させ形態処理とし，単語を自己の聞くと関連付けさせ

自伝的処理とした実験では，意味処理を行った条件での

みポジティブ刺激とネガティブ刺激の有意差が示されて

いた 24)。また，Sakaki et al., 25) では，ポジティブ画

像，ニュートラル画像またはネガティブ画像それぞれの

提示が，情報処理に異なる影響を及ぼすかどうかを検討

している。単語のペアをカテゴリ判断する意味処理と単

語の 1 文字目の文字色が同じかどうか色判断をさせる知

覚的処理を用いて刺激の影響を比較した結果，意味処理

課題においてのみネガティブ刺激が提示された後の反応

時間が，ポジティブ，ニュートラルよりも遅くなり，ネ

ガティブ刺激が意味的処理を阻害していることを示唆し

ている。以上のように，感情情報が認知機能に影響を及

ぼす影響を検討する際は，感情価と覚醒度を統制するだ

けでなく，情報処理方略の違いにも注目することが必要

であることが考えられる。 

加えて，加齢と認知機能の関係を精査した研究では，

高齢者はポジティブな記憶を想起しやすいというポジテ

ィブ優位性効果 (positivity effect) が示されている。

心理的安寧や気分状態の向上のための感情制御を動機と

し，嫌悪的な生理的反応性を低下させることを目標とし

て優勢的に選択するため，ネガティブ記憶の想起よりも

ポジティブ記憶の想起が優勢になることが示唆されてい

る 26)。これらの知見により，実験の対象となる世代の違

いについても考慮する必要がある。更に，年齢に関係な

く，気分を向上させたいなどの感情制御の動機付けの有

無も感情情報の優位性に影響を及ぼすことが考えられる

ため，個人の特性についても注目する必要があるだろう。

以上のように，感情情報を伴う刺激を使用して実験を行

う際は，感情価や覚醒度以外にも，情報処理の方略や刺 
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図 1 感情価と覚醒度の 2次元における単語の分布 

 

激の特性，参加者の特性なども考慮した上で様々な実験

を計画することで感情と認知機能の関係に関する知見を

増やし，より深い理解に繋がるであろう。 

本調査では，様々な認知実験で使用可能な単語刺激を

作成し，感情価だけでなく，覚醒度を統制し，感情価・

覚醒度両方の影響を検討可能な刺激の作成を目指した。

感情価と覚醒度の評定後，記憶成績の比較を行う便宜上，

ポジティブやネガティブ，高覚醒や低覚醒などを便宜上

区分し，比較を行った。しかし，本調査で作成した単語

刺激の感情価と覚醒度は，実験目的に応じてネガティブ，

ポジティブ，ニュートラル，高覚醒，中覚醒，低覚醒を

定義し，検定を行なった上で使用するのが望ましいと考

える。よって，表 1 の結果では，感情価と覚醒度のそれ

ぞれどの範囲をポジティブ，ネガティブとするか，高覚

醒，低覚醒とするかなどの区分は明記せず，調査結果の

みを記している。 

本調査で作成された刺激を使用する際，参加者の気分

や時代背景なども考慮する必要が考えられる。 

感情情報を伴う情動語は時代の世相を背景とし，大き

な事件や事故があった場合，その刺激のもつ情動性が変

化する可能性がある。更には，知覚者自身の自伝的記憶

を背景とした刺激への反応差異は大いに生じうる。例え

ば，2001 年の 9.11 として知られるアメリカの同時多発

テロ，2005 年の JR の脱線事故，2010 年に発生した口蹄

疫流行による大規模な被害，2011 年の地震と津波による

凄惨な光景，これら全ては知覚者の感情に影響を及ぼし

ている可能性があり，実験で使用する際には，このよう

な背景も考慮することが必要であると考えられる。知覚

者自身の経験によって，通常はニュートラルやポジティ

ブであると捉えられていたものが，生命の危機や恐怖な

どの経験によって，ネガティブな感情価を持つようにな 

る事態が発生する場合もある。感情刺激を使用した実験

の際は，実験参加者自身がポジティブに感じるのか，ネ

ガティブに感じるのか，覚醒水準はどの程度かなどにつ

いて考慮することが必要である。 

本調査において感情価と覚醒度を標準化した単語刺激

が作成されたことにより，多くの実験に貢献できること

が期待できる。記憶研究だけでなく，注意や問題解決な

どの感情情報が影響する研究において，幅広く使用する

ことが可能である。しかし，世代の移り変わりや時代背

景などを踏まえて使用する必要があると考えるため，実

験で使用する際には改めて感情価と覚醒度を実験対象と

なる世代の参加者に評定させ，大きなずれがないことを

確認する必要がある可能性についてご留意していただき

たい。 
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表 1 感情価と覚醒度の一覧表 
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